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わが村が誇れるもの
5年　謝花朝春

僕のすいせんする「宜野座ベスト・スリー」は、「道の駅宜野座」「松田鍾乳洞」「いち
ご狩り」です。

1つ目は「道の駅宜野座」です。「道の駅宜野座」は、観光案内所や展望所のほかに、

水遊び広場や「ぎーのくんランド」があり、子どもから大人まで楽しむことのできる

施設になっています。
2つ目は「松田鍾乳洞」です。鍾乳洞の入り口から地下の世界へ行き、幼い頃夢見た

冒険への憧れとリアルなアドベンチャー感、冒険映画の主人公になった気分が味わえて、

不思議な生物達にも出会えます。ドキドキワクワクの本格的な鍾乳洞探検が味わえます。

さらに　鍾乳洞独特の

3つ目は「いちご狩り」です。宜野座村のいちごは種類が豊富で、「さちのか」「かおりの」「紅ほっぺ」「よっほ

し」など、どの種類もおいしいのですが、自分にあったいちごをさがせるのも楽しみの一つです。　宜野座村自慢

のベスト・スリーを推薦します。
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平和を続ける大切さ

（琉球新報　6月25日掲載）

露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　山内　月

…　今日、平和学習で戦争体験者の名幸方栄さんのお話を聞いて、戦争時代はまともに
；食べるものがなく、桑の葉や雑草を海水で味付けして食べていたことを知ることが

できました。

学校では朝5時から海浜で雨の日もラジオ体操をしたり、やりでわら人形をさす訓練
をしたりと、勉強をすることは、ほとんどできなかったということでした。

戦死した人たちの服をはぎとって着たりもしたそうです。そんな苦しい生活をしなくていい今は、とても幸せ
です。だから、2度と戦争がおこらないように、みんな仲良く生活していきたいと思います。それに、いつもお母

さんが作ってくれるご飯をありがたいと思い、今よりももっと感謝して食べようと思いました。

平和でいることの大切さや幸せを教えてくださった名幸さん、ありがとうございました。
（琉球新報　6月27日掲載）

明日、教育講演会　あの武藤杜夫氏が来村します
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